
共催

場所

11.11.2121

一般財団法人  沖縄美ら島財団  主催

那覇地域職業訓練センター 2F 視聴覚教室・講堂
※駐車場40台／満車の場合は、近隣の有料駐車場をご利用ください。

沖縄北部ホエールウォッチング協会
一般社団法人 沖縄本島中南部ホエール協会
一般社団法人 座間味村ホエールウォッチング協会
渡嘉敷村ホエールウォッチング協会

後援

沖縄県

第一部 / 10：00-15：30

10:00-19:00

木

第二部 / 16：00-19：00

ロゴデザイン：びんがたculook



10：00～10：05　開会挨拶 ：　（一財）沖縄美ら島財団　理事長　湧川 盛順

10：05～10：15　開催趣旨説明（一財）沖縄美ら島財団　動物研究室　小林 希実

10：15～10：45　「小笠原諸島におけるザトウクジラの観光利用と調査研究活動」

　　　　　　　　　(一社) 小笠原ホエールウォッチング協会 主任研究員 辻井 浩希

10：50～11：20　「小笠原諸島におけるザトウクジラの調査と変遷」

 　　　　　　　　　認定NPO法人ELNA　小笠原海洋センター　所長　近藤 理美

11：25～11：55　「ルールやレギュレーションはウォッチング産業発展の妨げとなるか？

　　　　　　　　　御蔵島のイルカスイム事例より」御蔵島観光協会　前事務局長　小木 万布

11：55～12：15　休憩

12：15～12：45　「共同研究報告：沖縄におけるザトウクジラの個体数推定」

　　　　　　　　　東京海洋大学　教授　北門 利英

12：45～13：45　昼休憩

13：50～15：20　「沖縄におけるザトウクジラの観光産業による影響調査結果と

　　　　　　　　　 各国のホエールウォッチング、スイムに関するルールについて」

 　　　　　　　　　オーストラリア グリフィス大学 (前Pacific Whale Foundation 主任研究員)

　　　　　　　　　 Stephanie Stack氏

15：30　　　　　  第一部　終了

第一部

第二部

10：00～15：30

ワークショップ：
沖縄におけるザトウクジラの保全と観光産業との両立に向けた具体的対策の議論 

 〈参加予定組織〉

沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課／環境省沖縄奄美自然環境事務所／

沖縄北部ホエールウォッチング協会／(一社) 沖縄本島中南部ホエール協会／

(一社) 座間味村ホエールウォッチング協会／渡嘉敷村ホエールウォッチング協会／

奄美クジラ・イルカ協会／(一社) 小笠原ホエールウォッチング協会／

認定NPO法人ELNA　小笠原海洋センター

問い合わせ先 0980-48-2266
一般財団法人沖縄美ら島財団　総合研究所　動物研究室

16：00～19：00


